
恵/f

若
E
-
f
の
墓
地
に
、
ゴ
ル
ド
ン
の
撰
父
に
ょ
っ
て

と
耕
が
九
て
ら
れ
た
の
は
、
十
年
祭
の
折
の
こ
と

ア
と
N
"
江
の
小
て
、
 
h
牙
悪
の
惜
樂
の
ぺ

て
、
か
れ
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ビ
一
ノ
゛
会
・
わ
び
に
劇
上

洲
の
C
と
に
お
よ
ん
て
い
る
英
文
学
彩
入
円
に
お

け
る
Ⅱ
叫
の
少
し
た
先
"
的
な
^
糾
i
、
再
ひ
ル
"

さ
れ
は
じ
め
よ
う
と
し
て
い
る

ノ
ー
"
を
迎
え
る
例
心
村
力
、
い
・
系
.
度
川
壁
9

ぺ
き
人
物
の
人
に
山
崎
コ
袖
か
い
る
私
は
か
ー

の
"
火
文
N
f
k
の
業
叙
の
外
に
、
か
れ
の
、
も
う
.
つ

石
過
す
る
こ
と
の
て
き
な
い
山
て
あ
る
1
私
は
そ

れ
を
゛
斗
h
と
動
す
る
に
、
t
C
わ
し
い
と
思
う
の
て

あ
る
か
そ
の
仁
仰
・
仏
迫
に
つ
い
て
、
故
人
を

探
永
し
て
み
ょ
う

杉
川
同
ぷ
村
に
お
い
て
光
彩
を
は
な
っ
光
か
れ
の

N
、
訓
は
ま
こ
と
に
は
力
な
い
も
の
て
あ
っ
九
。

力
れ
を
仏
え
る
■
仏
に
は
、
'
L
心
社
ム
ト
ヰ
史
」

(
豐
Ⅲ
)
杓
梁
黒
,
刈
幻
の
捌
沢
文
学
』
凾
十

チ
)
後
胤
杓
斗
第
一
派
]
」
(
紹
1
.
刊
)
、
柏
村
正
久

と
1
<
の
牝
錦
一
巻
」
(
昭
十
.
二
刊
)
・
孫
後
第

一
巻
』
(
昭
卜
人
刊
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
牙
に

可
謬
も
多
い
そ
こ
て
ま
す
、
飾
単
な
略
水
謡
を
'
ル

し
て
お
こ
う
。

山
崎
絲
徳
(
幼
熱
は
刈
作
)
は
安
政
川
年
(
一
八
五

七
)
ノ
刃
 
N
Ⅱ
^
^
^
^
川
^
心
^
Ⅲ
^
^
^
^
^
^
^

て
あ
九
。
<
,
作
は
、
山
崎
為
祭
死
ん
て
か
ら
八

↓
上
勺
に
あ
た
る
。
Ⅱ
碕
は
、
ま
す
ま
す
途
一
く
な

つ
九
と
い
う
感
じ
て
あ
る
。

と
こ
ろ
力
本
品
却
叫
リ
に
、
丞
久
鴬
太
郎
氏

は
、
和
1
y
氏
の
明
羚
初
則
の
訓
訳
文
ぎ
が
再

版
さ
れ
て
、
礼
公
的
に
忘
却
さ
れ
て
い
た
山
峪
為

徳
の
四
"
文
学
移
人
の
功
劫
を
円
び
統
Ⅱ
界
に
伝
え

-
し
い
る
」
(
厶
催
と
瑚
治
・
革
)
と
卸
収
じ
、
つ
い
て
、

鋪
九
U
に
は
、
下
塚
地
建
氏
が
、
「
シ
ニ
イ
ク
ス
ピ

弌

YamasaRi Tamen

A good son

A devoted brothet

A faith{UI {riend

An ardent patriot

A superior scholar

A successfulteache

A true christian

He rests in peace

山崎為

社人物誌(13)

杉井
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氏
の
陪
臣
群
家
臣
碍
為
芙
(
職
次
郎
)
の
岳
と

し
て
生
ま
れ
た
。
明
治
二
年
(
一
八
人
九
)
八
刃
、
水

沢
に
川
沢
県
庁
が
皮
'
辺
さ
れ
、
(
明
治
四
年
一
ノ
関

県
、
さ
ら
に
水
沢
県
と
收
称
、
明
治
八
年
糾
井
県
と

再
び
改
称
)
後
藤
詔
、
斎
榛
実
ら
と
、
克
県
冨

安
場
保
和
、
野
胤
通
、
さ
ら
塀
悦
氏
房
ら
の
給

仕
(
学
僕
)
と
な
っ
た
。
か
れ
ら
県
Π
の
移
動
に
と

も
な
い
、
明
治
里
(
一
八
七
こ
棗
に
遊
学
し
た

P
1
は
、
た
ま
た
ま
、
吼
心
さ
れ
た
能
木
ホ
学
校
に

入
学
す
る
機
会
を
え
た
。
安
場
が
、
明
治
三
午
十

刃
、
熊
木
県
権
大
参
嘔
試
補
と
し
て
帳
仟
し
、
写
四

罪
二
同
、
+
桃
氏
房
と
と
も
に
、
少
参
市
に
な
っ

て
、
准
γ
校
創
設
汁
師
に
雨
接
関
係
し
野
則
も
拓

娜
の
人
て
あ
っ
た
こ
と
が
、
か
れ
蓬
く
熊
本
に
遊

学
す
る
縁
山
と
な
っ
九
。
洋
学
校
て
、
か
れ
は
ゼ

ン
ス
の
教
育
を
う
け
、
'
教
の
志
を
か
九
め
、
明
治

八
年
(
一
八
七
万
)
七
刀
、
同
校
を
卒
業
し
た
。
そ
の

後
、
再
び
ヒ
京
し
開
戊
子
校
に
入
学
し
た
か
れ
は
、

明
治
十
年
(
一
八
七
七
)
八
月
、
東
京
大
学
の
学
風
に

あ
き
九
ら
ず
、
翔
然
と
し
て
同
志
社
に
転
学
し
、
明

治
十
二
年
(
一
八
七
九
)
六
月
、
海
老
名
弾
正
、
和
田

正
修
、
森
田
久
万
人
、
不
破
唯
次
郎
、
市
原
盛
宏
、

伊
勢
時
雄
、
加
藤
勇
次
郎
、
浮
田
和
民
、
金
森
通

倫
、
ト
崎
弘
迺
、
下
村
翠
太
則
高
作
弥
岡
田

公
生
、
宮
川
託
ら
と
と
も
に
、
同
志
礼
余
矛
を
卒

業
し
九
。
そ
の
九
刀
か
ら
新
島
質
の
丕
嘱
を
う
け

て
、
岡
志
社
教
員
讐
蹴
(
教
育
部
担
当
)
と
な

り
、
惟
創
期
の
同
占
社
に
お
い
て
、
学
問
、
教
育
、

経
辯
、
伝
適
に
巾
核
的
な
活
動
を
続
け
た
か
明
治

十
四
乍
(
一
八
八
一
)
卜
一
 
N
九
Π
、
甥
て
ズ
折
し

た
。

か
れ
は
、
府
老
名
の
風
想
す
る
よ
う
に
、
洋
学
校

乍
徒
の
中
て
、
ゼ
ー
ン
ス
の
訓
側
を
う
け
て
、
い
ち

は
や
く
キ
リ
ス
ト
教
倫
眼
し
、
 
0
や
は
り
、
ゴ
ッ

ド
は
在
る
し
と
独
Π
し
て
、
小
崎
を
痛
憤
さ
せ
、
反

対
に
、
同
憂
の
海
老
名
を
一
女
噺
さ
せ
た
。
そ
し
て
、

明
治
八
作
に
は
、
山
崎
や
伊
勢
、
海
名
剰
ら
は
、
北

教
の
た
め
、
渡
米
吊
学
の
'
も
湧
き
お
こ
っ
て
き
た

よ
う
て
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
備
仰
を
純
粋
に
料
い
沈
の
小
に
と
り
い

れ
た
か
れ
に
と
っ
て
、
明
成
学
校
の
学
問
は
、
あ
ま

り
に
も
智
育
尊
靈
の
 
0
窮
理
ψ
上
義
て
あ
っ
九
。
後

作
、
内
村
鏥
一
が
汗
し
た
よ
う
に
、
山
崎
は
、
ま
さ

し
く
、
官
修
学
者
、
明
治
顕
寅
へ
の
釜
の
道
を

捨
て
て
、
同
志
社
娠
学
し
九
。
か
れ
倫
仰
の
姿

勢
は
、
こ
の
時
朔
に
決
定
的
と
な
っ
た
。

そ
の
奉
教

明
治
卜
叫
年
一
月
二
十
九
Π
、
同
寝
て
お
こ
な

わ
れ
た
帳
張
<
和
念
会
花
岡
山
W
約
記
念
)
に

か
れ
が
窃
せ
た
〔
備
仰
欣
」
は
、
「
天
地
狗
'
気
、

名
,
雨
佑
仰
」
に
は
じ
ま
る
決
詐
て
あ
る
が
、
「
窃

貴
苅
逹
、
変
恰
如
淫
ど
と
'
仰
に
ル
き
る
D
悴

を
吐
欝
し
て
い
る
。

か
れ
の
恩
楚
綬
●
研
鍛
の
あ
け
く
れ
に

は
じ
め
ら
れ
た
。
『
同
・
森
口
ー
マ
ン
ス
(
ノ
七
刊
)

の
仏
え
る
気
の
き
い
た
文
学
パ
と
い
う
文
学
冉
は

屹
度
山
門
と
い
う
小
印
,
稔
し
て
あ
り
」
と
し
う
の

は
、
こ
う
し
た
、
か
れ
の
努
力
の
伝
水
さ
れ
た
も
の

て
あ
ろ
う
。
岡
じ
く
Ⅲ
成
y
椴
力
ら
松
入
し
た
U
,

は
や
く
伝
迫
界
に
顔
を
出
し
た
の
に
比
し
て
、

子
)
、

力か
れ
の
そ
れ
は
訓
老
侶
、
小
崎
な
ど
に
一
圷
お
く

れ
、
伊
誇
は
半
年
お
く
れ
が
あ
る
。
ま
火
、
密

や
腹
が
公
会
の
仮
牧
師
に
雜
し
六
の
に
対
し
て

専
ら
、
冉
d
の
魂
の
深
化
に
つ
と
め
た
。

明
治
十
一
平
六
月
、
か
れ
は
、
日
張
護
伝
通

会
社
の
仏
道
師
謡
計
画
に
も
と
ず
い
て
、
謝
山

伝
語
た
ず
さ
わ
る
。
『
ヒ
一
雑
毅
(
一
、
巻
一
三
号
)

に
、
謡
さ
れ
た
戸
侶
知
山
仏
嘉
」
は
、
か
れ
の

処
女
伝
穏
告
て
あ
る
。
「
(
前
堕
六
月
一
十
七
口
、

そ
の
伝
道
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票
を
出
立
し
、
伺
ニ
ト
ハ
日
丹
波
国
天
田
郡
福
知

山
に
着
す
命
堕
旧
町
会
所
市
受
、
説
教
所
と
な

し
、
七
月
二
旧
よ
り
説
教
を
初
九
り
。
命
瞳
聴
聞

人
は
平
均
四
十
人
位
な
れ
ど
も
、
雨
天
の
節
暴
ま

る
人
甚
張
し
。
凡
轟
き
に
来
る
人
は
多
く
町
人

な
れ
ど
も
、
巾
に
は
神
上
、
上
族
な
ど
も
ま
九
見
当

り
し
な
り
、
然
れ
ど
も
、
引
き
続
き
て
来
る
人
は
少

な
き
に
は
実
に
困
り
人
し
な
り
(
巾
竺
製
は
U
月

十
八
H
ま
て
(
小
略
)
致
し
続
け
た
れ
ど
、
何
分
日
数

の
浅
き
こ
と
な
れ
ぱ
、
格
別
に
仏
者
と
て
も
山
来
ぬ

な
れ
」
、
「
十
八
円
の
晩
に
は
神
モ
五
人
揃
い
て
議
論

を
仕
掛
に
来
り
し
が
、
緑
ル
此
等
の
人
は
井
底
の
蛙

に
て
、
例
の
通
呈
楡
を
吐
れ
た
り
(
下
略
)
」
と
。

か
れ
の
仏
迫
は
、
即
座
に
、
火
を
叫
び
、
熱
を
起
し
、

仁
仰
の
炬
火
を
坐
ら
せ
る
体
の
も
の
て
は
な
か
っ

た
。
縦
告
か
ら
受
け
と
ら
れ
る
か
れ
の
風
貌
は
、
学

牛
に
し
て
、
佗
形
伝
迫
帥
の
そ
れ
て
は
な
い
。

桐
剣
山
か
ら
僻
っ
て
一
週
糊
、
か
れ
は
芹
和
田
伝

淫
屯
か
け
る
。
こ
の
縦
化
も
 
U
 
一
耕
縦
』
(
三

巻
三
七
号
)
に
兒
ら
れ
る
。
「
小
弟
伝
道
は
只
一
力

万
の
見
込
な
り
し
攻
に
洲
義
に
は
成
る
た
け
基
将
教

の
大
υ
な
る
所
の
み
を
~
"
き
し
な
り
、
聴
剛
人
は
多

き
と
き
は
七
十
人
、
・
聖
C
時
は
三
十
人
、
平
常
は
凶

}
工
十
人
の
問
な
り
」
、
「
八
月
川
一
日
帰
京
の
見
込

な
り
し
故
粛
堕
二
十
九
日
夜
、
有
志
輩
格
別
の
集

会
を
催
せ
り
。
同
夜
集
会
せ
し
者
廿
五
人
程
な
り

き
、
此
会
は
小
鴛
し
く
詣
氏
の
馨
教
に
就
て
何

等
の
脊
え
と
管
を
懐
六
ま
ふ
や
を
知
ら
ん
が
為
な

り
命
竪
我
輩
の
最
と
も
票
べ
き
は
、
諸
氏
飽

督
教
を
以
て
人
問
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
欝
叩
と
イ

じ
、
且
此
教
を
布
ず
る
こ
と
の
能
は
ざ
る
は
、
教
説

の
恋
に
あ
ら
ず
、
令
太
く
、
己
の
足
ら
ざ
る
よ
り
生

ず
る
者
な
れ
ぱ
、
勉
励
し
て
倦
ず
念
ら
ず
、
此
教
を

"
マ

研
窮
し
、
他
日
雲
霧
を
開
き
、
晴
天
口
H
を
見
る
日

あ
る
と
剣
す
る
の
大
志
あ
る
こ
と
な
り
」
と
。

か
れ
は
、
つ
づ
け
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
綴
社
会

円
本
と
の
鄭
の
克
服
を
「
夫
れ
、
学
問
を
す
る
に

は
、
π
理
を
求
む
る
の
誠
あ
り
、
長
ら
ざ
る
の
気

力
あ
り
て
、
一
の
真
聖
う
れ
ぱ
、
即
ち
之
案

じ
、
之
を
突
際
に
行
い
、
其
」
に
え
た
る
只
皿
を
木

L
L
し
、
光
と
し
、
益
々
進
ん
て
太
だ
明
か
な
ら
ざ
る

普
黒
の
場
折
に
入
込
未
だ
噛
丁
さ
る
、
甲
を
求
む
る
こ

そ
火
妥
れ
」
と
い
う
彼
の
将
人
め
は
、
線
香
花
火

の
よ
う
な
一
時
的
、
熱
狂
的
信
仰
の
勃
興
を
求
め
る

と
い
う
よ
り
、
心
N
捕
て
あ
り
、
合
Ⅷ
的
て
あ
る
、

郡
を
弁
乎
る
態
度
は
、
常
に
卯
姓
に
誓
、
倫

醐
に
頼
ろ
う
と
す
る
の
て
あ
り
、
卯
性
か
最
後
の
仏

拠
て
あ
り
、
こ
れ
を
超
越
し
て
主
観
約
な
休
験
と
口

マ
ン
的
慧
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
て
は
な
い
。

こ
れ
は
、
い
く
つ
か
あ
る
当
時
の
他
の
伝
道
記
、
伝

道
将
に
見
ら
れ
ぬ
特
色
の
あ
る
も
の
て
、
純
粋

に
、
か
れ
の
依
拠
と
な
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
が
、

一
鑾
な
愆
味
て
の
神
学
的
休
系
と
し
て
の
構
成
を
必

然
的
に
要
誌
し
て
い
る
。
き
わ
め
て
注
Π
す
べ
き
発

喬
て
あ
る
。

そ
の
神
学
と
異
教
社
会
に
あ
る
大
衆
と
の
距
離
に

関
し
て
、
さ
ら
に
注
凰
す
べ
き
魁
が
一
つ
ぁ
ろ
。

「
山
崎
晶
」
(
『
同
志
社
口
ー
マ
ン
ス
』
所
収
)
に
ょ

,
凶
^
^
^
、
^
、
一
^
^
お
こ
な
う
^
W
^

、

山
1
時

る
と

に
、
聴
衆
は
小
ノ
い
と
き
で
も
一
.
、
四
丙
人
で
あ
る
。

^
^
^
^
^
^
^
^
と
^
^
・
一
^
、
^
^
^
^
^
^
^

羽
底
想
像
も
て
き
な
い
渦
刈
か
、
そ
こ
に
は

、

に
は

か
つ
ま
六
、
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
双
力
か

b
流
れ
、

ら
映
窕
し
な
け
れ
ぱ
、
毎
且
弗
三
士
砕
門
に
明
く
浩

器
説
会
や
、
は
て
は
、
四
条
北
序
に
お
け
る
界
夜

通
し
倫
演
会
を
保
つ
力
は
あ
り
え
な
い
。
私
は
、

こ
こ
に
、
山
崎
ら
同
恋
社
の
神
学
ル
た
ち
が
H
<
右
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
大
々
へ
の
採
お
姿
勢

か
、
ー
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
Π
本
上
洗
化
の
問

、
、
ユ
、

遊
て
あ
る
が
1
柳
学
ヒ
、
人
き
な
課
題
と
し
て
の

し
か
か
て
き
た
現
実
を
注
Π
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
、
つ
。
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明
治
十
二
年
一
月
以
際
、

山
N
 
『
七
一
知
縦

に
変
需
(
進
化
論
)
駁
語
潮
腎
」
デ
械
し
、
覗
,

十
:
一
年
八
月
以
降
、
か
の
天
地
奈
器
を
列

械
す
る
。
か
れ
は
、
こ
こ
て
、
ス
ヘ
ン
サ
ー
の
.
<
叫

滋
倫
を
論
畷
し
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
而
を
捕
撃

し
、
神
の
脊
在
の
誠
朋
を
予
,
醐
悶
.
訓
明
、
物
裂
祈

学
的
証
朋
て
説
き
進
め
る
。
異
教
的
社
会
と
の
即
凱

誕
け
れ
縫
い
ほ
ど
、
闘
志
を
燃
や
し
、
反
キ
リ

ス
ト
教
の
勢
力
が
強
け
れ
綴
い
ほ
ど
、
鋭
く
、
乃

他
、
向
ら
の
体
系
の
聖
」
求
め
た
人
は
、
当
"
の

伺
志
社
に
あ
っ
て
は
、
か
れ
の
右
に
出
る
者
は
な

そ
の
神
学

そ
の
ま
ま
内
包
し
つ
つ
、
塑
し
六
も
の
て
あ
っ
九

こ
と
も
深
く
考
え
て
み
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
そ
の

詠
て
、
日
本
フ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
一
源
流

の
も
っ
た
訓
学
忠
匙
は
、
ボ
充
の
大
淵
山
崎
治
様
の

天
折
と
と
も
に
、
・
補
命
的
に
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
光

服
の
宿
題
を
残
し
て
し
ま
九
の
だ
と
。

明
治
朽
学
史
k
、
神
の
克
器
明
を
*
こ
な

た
山
崎
為
徳
の
地
位
は
従
来
、
ほ
と
ん
ど
舌
過
さ
れ

て
き
た
。
植
発
久
の
裂
一
班
』
、
小
崎
弘
通
の

『
政
教
新
謹
あ
る
い
は
、
中
村
恐
の
「
我
纏

物
キ
、
あ
る
こ
と
信
ず
な
ど
よ
り
、
は
る
か
に
早
く
、

か
つ
、
そ
の
需
は
、
こ
れ
ら
の
光
鞁
を
付
し
て
い

六
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
丕
1
に
も
石
過
さ
オ
て
き

九
。
し
か
も
、
山
崎
の
立
雷
も
っ
て
い
九
欠
陥
や

限
界
、
す
な
わ
ち
、
至
り
え
な
か
っ
九
問
樫
、
人

き
く
一
言
え
ぱ
、
口
本
フ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
、

し
か
し
、
か
れ
が
、
こ
の
大
業
を
北
U
負
う
こ
と

は
、
こ
と
は
あ
ま
り
に
永
大
て
あ
り
、
向
ら
の
身
体

は
、
あ
ま
り
に
も
鵡
健
さ
に
欠
け
て
い
九
。

明
治
十
兇
六
月
、
「
一
一
十
八
Π
、
丹
波
他
岡
に

大
説
教
あ
り
、
翌
日
桂
川
を
下
り
て
舛
凉
す
と
禽

い
て
、
笹
を
拙
い
た
か
れ
の
日
需
、
.
再
び
竿
を
執

ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
九
。
誓
叩
蛙
叢
し
て
、
か

れ
を
京
都
」
認
に
人
院
さ
せ
た
か
、
深
く
柴
一
を
や

ん
だ
か
れ
は
、
や
が
て
斯
島
邸
に
引
き
と
ら
れ
る
。

膝
元
に
お
い
て
、
同
朋
べ
レ
ー
岐
宗
を
依
頼
す
る

使
宜
も
お
え
て
の
こ
と
て
あ
た
ろ
う
。

光
ま
た
ま
、
安
巾
か
ら
船
て
き
た
油
老
名
は
、

わ
ざ
わ
ざ
料
川
ま
て
林
檎
を
求
め
に
は
し
り
、
水
沢

の
イ
、
片
翅
黒
は
ル
余
の
"
頭
て
、
つ
き
き
り

の
需
に
専
念
す
る
が
、
天
は
つ
い
に
、
か
れ
に
寿

を
か
さ
な
力
っ
た
。
時
に
、
明
治
十
四
年
十
月
九

そ
の
終
嘉

Π
行
年
一
.
十
四
年
三
力
打
て
あ
っ
九
。

樂
旧
、
午
後
.
一
塒
か
ら
、
第
一
.
公
会
<
系
毛
、

新
島
み
ず
か
ら
司
式
者
と
な
り
、
森
川
久
ガ
人
が
祈

祐
を
さ
さ
げ
佐
別
式
ぎ
"
ま
れ
た
。
新
島
は
ヨ
ハ
ネ

に
ょ
る
福
◆
十
一
竺
十
川
剣
を
誓
し
て
、

[

崎
の
死
を
離
視
し
て
、
終
り
ま
て
心
弗
の
く
も
り
な

く
辧
勲
の
ι
伯
を
六
も
っ
た
狗
萪
を
の
べ
、
札
と

思
い
杖
と
頼
ん
て
、
将
来
星
」
属
し
六
る
名
を
失
っ

六
深
い
愁
を
の
べ
六
。
「
終
り
の
H
の
よ
み
が
え
り

の
時
よ
み
が
え
る
こ
と
は
存
じ
て
い
ま
す
」
。
こ
れ

こ
そ
、
新
島
の
会
粲
へ
の
勧
め
含
来
て
あ
る
と
と

も
に
、
ま
九
新
島
同
身
の
悲
誓
仁
仰
の
裟
六
て
も

あ
っ
た
。
同
朋
市
原
築
は
、
碍
の
小
伝
を
の
ぺ
、

宮
Ⅱ
好
古
力
立
は
Ⅱ
文
を
の
べ
、
ラ
ー
ネ
ッ

ド
が
終
り
の
祈
衡
を
さ
さ
げ
た
。
『
七
一
雛
』
(
六

巻
四
七
号
)
の
仏
え
る
愁
お

「
武
弛
の
使

、

は
n

亦
六
需
と
も
ず
る
こ
と
六
し
と
、
如
上
の
獅
契

を
簡
潔
に
の
べ
る
も
の
て
あ
ブ
が
、
人
介
都
跨

(
第
十
四
号
)
は
か
れ
の
小
仏
を
の
べ
て
、
そ
の
業
鞍

を
賞
揚
し
、
そ
の
死
を
い
た
ん
だ
の
て
あ
「
た
。

(
寝
敦
前
・
札
公
)
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